
第１学年 理科学習指導案
指導者 T1 日立市立十王中学校

T2
１ 単 元 物質の性質

２ 目 標
(1)身のまわりの物質の性質に関心を持ち，いろいろな物質について調べようとすること
ができる。また，密度や性質などに着目して物質を分類しようとすることができる。

（自然事象への関心・意欲・態度）
(2)身近な固体の物質を加熱したときの変化を調べる観察・実験や金属と非金属を見分け
る実験，密度の実験などを通して，物質を分類することができる。 （科学的な思考）

(3)ガスバーナーや上皿てんびん，メスシリンダーなどの基本操作を身につけることがで
きる。また，観察・実験を通して，物質を区別する方法を身につけたり，公式を用いて
密度を求めることができる。 （観察・実験の技能・表現）

(4)有機物と無機物の性質の違いやプラスチックの性質，金属と非金属の性質の違い，密
度について理解し，説明することができる。 (自然事象についての知識・理解)

３ 指導に当たって
この単元では，有機物の性質やプラスチックの性質，金属の性質，密度を学ぶ中で，

物質には固有の性質と共通の性質があることを理解させる。また，ガスバーナーやメス
シリンダー，上皿てんびん（電子てんびん）など化学実験の基本となる器具の操作方法
を身に付けさせたり，記録の仕方などの技能も身に付けさせることがねらいである。
この単元における生徒の実態は以下のようである。ガスバーナーの操作は，１時間か

けて学習し，全員ができるようになった。上皿てんびんとメスシリンダーなどの基本操
作は，できる生徒
が少ない。 ・上皿てんびんの使い方が正しくできる ８名
この単元は，少 ・分銅の組み合わせから質量がわかる ２０名

人数指導で実施す ・メスシリンダーで液体の体積を読み取ることができる ５名
る。実施にあたっ ・小数のわり算が苦手である ８名
ては男女別の等質 ≪１年４組 ３３名≫
集団をつくり，学
級を二つに分けて授業を展開する。液体の密度を測定する学習では，メスシリンダーと
電子てんびんの基本操作を身に付けさせたい。また，固体の密度を測定する学習では，
上皿てんびんの基本操作を重点的に学習し，身に付けさせたい。密度の計算では，小数
のわり算の仕方に苦手意識をもっている生徒がいるので，個別指導をしたり，どうして
もできない生徒には電卓を使って密度を求める活動を行う。苦手意識を少しでも無くし
密度が物質を見分ける手がかりになることを理解させたい。

４ 学習計画（８時間取り扱い）
時数 主な学習活動 評 価 の 規 準

科学的な思考 技能・表現 知識・理解関心・意欲・態度
ガスバーナーなどの基本操 ガスバーナーの使い方がわ○ガスバーナー
作を身につけることができ かる。（テスト）

１
の使い方を身

る。（チェックシート・パにつける。
少人数 フォーマンステスト）

物質の性質を調べる方法を 物質を区別するため，予想○白い粉末の性
考えてみようとしている。 を立て，実験を計画するこ

２
質を調べる方

（ワークシート） とができる。法を考える。
(ワークシート)

身のまわりの物質に関心を 物質を加熱したときの変化 加熱によって物質を区別す 物質には性質の違いがある○計画に従い，
持ち，意欲的に物質の性質 に着目して物質を分類する る方法を身につけることが ことがわかる。白い粉末の性
を利用して区別しようとし ことができる。 できる。 （テスト・ワークシート）３ 質を調べる実
ている。 （ワークシート・テスト） （ワークシート）験を行う。

少人数 （観察ワークシート）
物質を加熱したときの変化 結果を整理し，自分の考え 有機物と無機物の性質の違○物質の性質に
に関心を持ち，いろいろな を表などにまとめることが いがわかる。着目して物質
物質について調べようとし できる。 （テスト・ワークシート）４ を分類する。
ている。 (ワークシート)
（観察ワークシート）
身のまわりにあるプラスチ プラスチックを性質の違い 水に浮かべることや加熱に プラスチックは燃え方で有○身のまわりの
ックに関心を持ち，意欲的 に着目して区別することが よって区別する方法を身に 機物に分類されることと密プラスチック
に性質を調べようとしてい できる。 つけることができる。 度についてわかる。５ の性質を調べ
る。 （ワークシート） （観察・ワークシート） （テストワークシート）る。

少人数 （観察）
金属にはどんな性質がある いろいろな物質の性質を比 金属と非金属を区別する方 金属と非金属の性質の違い○身近な物質が
か関心を持ち，意欲的に金 べ，金属と非金属を区別す 法を身につけることができ についてわかる。金属かどうか
属の性質を調べようとして ることができる。 る。 （テスト・ワークシート）６ 調べる。
いる。 （テスト・ワークシート） （観察・ワークシート）

少人数 （観察・ワークシート）
密度は物質を見分ける手が 天秤やメスシリンダーの基○身のまわりの
かりになることに関心を持 本操作を身につけることが

７
液体の密度を

とうとしている。 できる。（ワークシート）測定する。
少人数 （観察・ワークシート

いろいろな物質について密 密度の違いからいろいろな 公式を用いて密度を求める 物質によって密度が違うこ○身のまわりの
度を比べて見分けようとし 物質を見分けることができ ことができる。（テスト） とがわかる。８ 固体の密度を

本時 ている。 る。（テスト） （テスト・ワークシート）( ) 測定する。
少人数 （観察・ワークシート



５ 本時の指導 ［第２理科室 佐藤 敏雄］
(1)目 標
・身のまわりにある固体の物体の体積と質量を測定し，密度を計算して物質を見分けるこ
とができる。

(2)準備・資料
おもり，ボルト，メスシリンダー，上皿てんびん，分銅，スポイト

(3)展開 ※確かな学力の定着を目指した手だて・工夫

学 習 活 動 ・ 内 容 生 徒 の 支 援 ・ 評 価 個への手だて

１ 学習課題をつかむ。 ・同じ体積の鉄のおもりと発泡ポリ
スチレンの質量を比べる演示実験と
発泡ポリスチレンの体積を大きくし

身のまわりの固体の密 て鉄のおもりと質量を比べる演示実
度を測定してみよう 験を提示する。質量を比べるときは

同じ体積あたりの質量（１㎤あたり
の質量＝密度）で比べる必要性があ
ることを確認する。

２ 実験方法を確認する。 ※メスシリンダーと上皿てんびんの
基本操作をチェックシートで確認で

(1)メスシリンダーの基本 きるようにする。
操作を確認する。

※密度は，物質の質量（ｇ）÷物質
(2)上皿てんびん（電子て の体積（ ）で求めることができる㎤
んびん）の基本操作を確 ことをワークシートで確認できるよ
認する。 うにする。

(3)密度の計算の仕方を確 ・ワークシートで本時の学習の流れ
認する。 と実験の手順を確認できるようにす

る。
(4)実験の手順を確認する

・上皿てんびんは水平な台の上に置
(5)実験の注意点を確認す き，指針の振れ幅が左右等しくなっ
る。 ていることを確認してから，質量を

計るように注意する。
３ グループごとに実験を
行う。 ・メスシリンダーは水平な台の上に ・実験に消極的な

置き，水を50㎤入れる。固体の体積 生徒には，メスシ
(1)おもりやボルトなどの を量るとき，おもりなどの固体を静 リンダーや上皿て
質量を上皿てんびん（電 かに入れるように注意する。また， んびんの基本操作
子てんびん）で計る。 表面についた気泡は揺り動かして除 を助言をし，実験

くように注意する。 活動に取り組むこ
(2)おもりやボルトなどの とができるように
体積をメスシリンダーで する。
測る。 上皿てんびん（電子てんびん）

とメスシリンダーを正しく使い
質量と体積を求めることができ
たか。（観察・ワークシート）

４ 測定した質量と体積か ・密度の計算では，小数第１位まで ・Ａ男やＢ男，Ｃ
ら，それぞれの物体の密 求めることができるようにする。 男，Ｄ男は密度の
度を計算する。 （小数第２位まで計算し，四捨五入 計算（わり算）が

する）。 不得意なので，机
５ 計算した密度を教科書 間巡視の中で支援
Ｐ５９表１と比べ，おも ・体積の単位は１㎤＝１㏄＝１ｍℓ したり，電卓で計
りやボルトなどは，どん であること，水の密度は１ｇ/㎤で 算させたりする。
な物質からできているか あることを確認する。
考える。

６ 本時のまとめをする。 測定した質量と体積から密度を
計算することができたか。
（発表・ワークシート）

・おもり＝鉛
・ボルト＝鉄
密度は物質を見分ける 気体の密度は，ｇ/ℓ（グラム毎・
手がかりとなる。 リットル）で表すことを確認する。

７ 次時の学習課題を確認 ・次時は物質の状態の変化について
し，後片付けをする。 学習することを知らせる。

・上皿てんびんとメスシリンダー，
おもりなどををバットに入れて片付
けるように注意する。



５ 本時の指導 ［第２理科室 佐藤 文雄］
(1)目 標
・身のまわりにある固体の物体の体積と質量を測定し，密度を計算して物質を見分けるこ
とができる。

(2)準備・資料
おもり，ボルト，メスシリンダー，上皿てんびん，分銅，スポイト

(3)展開 ※確かな学力の定着を目指した手だて・工夫

学 習 活 動 ・ 内 容 生 徒 の 支 援 ・ 評 価 個への手だて

１ 学習課題をつかむ。 ・同じ体積の鉄のおもりと発泡ポリ
スチレンの質量を比べる演示実験と
発泡ポリスチレンの体積を大きくし

身のまわりの固体の密 て鉄のおもりと質量を比べる演示実
度を測定してみよう 験を提示する。質量を比べるときは

同じ体積あたりの質量（１㎤あたり
の質量＝密度）で比べる必要性があ
ることを確認する。

２ 実験方法を確認する。 ※メスシリンダーと上皿てんびんの
基本操作をチェックシートで確認で

(1)メスシリンダーの基本 きるようにする。
操作を確認する。

※密度は，物質の質量（ｇ）÷物質
(2)上皿てんびん（電子て の体積（ ）で求めることができる㎤
んびん）の基本操作を確 ことをワークシートで確認できるよ
認する。 うにする。

(3)密度の計算の仕方を確 ・ワークシートで本時の学習の流れ
認する。 と実験の手順を確認できるようにす

る。
(4)実験の手順を確認する

・上皿てんびんは水平な台の上に置
(5)実験の注意点を確認す き，指針の振れ幅が左右等しくなっ
る。 ていることを確認してから，質量を

計るように注意する。
３ グループごとに実験を
行う。 ・メスシリンダーは水平な台の上に ・実験に消極的な

置き，水を50㎤入れる。固体の体積 生徒には，メスシ
(1)おもりやボルトなどの を量るとき，おもりなどの固体を静 リンダーや上皿て
質量を上皿てんびん（電 かに入れるように注意する。また， んびんの基本操作
子てんびん）で計る。 表面についた気泡は揺り動かして除 を助言をし，実験

くように注意する。 活動に取り組むこ
(2)おもりやボルトなどの とができるように
体積をメスシリンダーで する。
測る。 上皿てんびん（電子てんびん）

とメスシリンダーを正しく使い
質量と体積を求めることができ
たか。（観察・ワークシート）

４ 測定した質量と体積か ・密度の計算では，小数第１位まで ・Ｅ子やＦ子，Ｇ
ら，それぞれの物体の密 求めることができるようにする。 子，Ｈ子は密度の
度を計算する。 （小数第２位まで計算し，四捨五入 計算（わり算）が

する）。 不得意なので，机
５ 計算した密度を教科書 間巡視の中で支援
Ｐ５９表１と比べ，おも ・体積の単位は１㎤＝１㏄＝１ｍℓ したり，電卓で計
りやボルトなどは，どん であること，水の密度は１ｇ/㎤で 算させたりする。
な物質からできているか あることを確認する。
考える。

６ 本時のまとめをする。 測定した質量と体積から密度を
計算することができたか。
（発表・ワークシート）

・おもり＝鉛
・ボルト＝鉄
密度は物質を見分ける 気体の密度は，ｇ/ℓ（グラム毎・
手がかりとなる。 リットル）で表すことを確認する。

７ 次時の学習課題を確認 ・次時は物質の状態の変化について
し，後片付けをする。 学習することを知らせる。

・上皿てんびんとメスシリンダー，
おもりなどををバットに入れて片付
けるように注意する。


